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３

年
前

の
台

風
１

２
号

は
、

一
部

地
区

で
２

０
０

０
ミ

リ
を

超
え

る
豪

雨

と
暴

風
に

よ
っ

て
、
我

々
も

そ
の

後
の

見
廻

り
や

処
理

に
多

忙
で

あ
っ

た
し

、

池
郷

林
道

の
復

旧
も

２
年

９
ヶ

月
を

要
し

、
今

年
６

月
や

っ
と

通
行

出
来

る

様
に

な
る

な
ど

紀
伊

半
島

に
甚

大
な

被
害

を
も

た
ら

し
た

も
の

だ
っ

た
。

 

行
政

に
於

い
て

も
奥

駈
道

(
本

宮
～

吉
野

)
の

実
態

調
査

を
行

い
、

そ
の

処

理
に

つ
い

て
森

林
組

合
等

に
依

頼
す

る
方

向
で

あ
っ

た
様

だ
が

、
な

に
せ

現

場
迄

遠
い

し
、

そ
の

上
一

泊
の

必
要

も
あ

っ
て

う
ま

く
進

ま
ず

、
昨

年
十

津

川
村

よ
り

釈
迦

ヶ
岳

～
楊

枝
ノ

森
間

の
倒

木
処

理
に

つ
い

て
要

請
が

あ
っ

た

が
、

活
動

の
北

限
太

古
ノ

辻
以

北
で

あ
る

こ
と

か
ら

お
断

り
し

た
。

 

今
年

に
入

り
再

度
そ

の
処

理
に

つ
い

て
沖

崎
宛

に
話

が
あ

っ
た

。
川

島
代

表
に

も
理

解
承

諾
を

頂
き

、
本

日
の

作
業

と
な

っ
た

も
の

で
あ

る
。

 

事
前

の
計

画
・

準
備

段
階

で
は

、
１

３
日

～
１

４
日

を
実

施
日

、
翌

週
の

２
０

日
～

２
１

日
を

予
備

日
と

し
て

参
加

者
を

募
っ

た
。

 

山
彦

の
行

事
と

し
て

、
久

し
く

足
を

踏
み

入
れ

て
い

な
い

山
域

で
あ

っ
て

、

女
性

会
員

２
～

３
名

を
含

め
て

７
～

８
人

が
参

加
の

雰
囲

気
で

あ
っ

た
。

実

働
作

業
組

と
こ

の
山

域
を

楽
し

ん
で

も
ら

う
組

の
２

組
を

イ
メ

ー
ジ

し
た

が
、

熊
野

修
験

秋
峯

入
り

と
日

程
が

重
な

る
事

。
又

、
青

木
君

か
ら

の
ア

ド
バ

イ

ス
で

天
候

具
合

で
は

鳥
の

水
・

楊
子

ノ
宿

で
の

水
の

確
保

が
出

来
ず

、
千

丈

平
・

か
く

し
水

か
ら

採
水

持
込

が
必

要
に

な
る

か
も

、
も

う
一

点
は

三
連

休

の
為

、
楊

子
ノ

宿
で

の
宿

泊
(
定

員
１

２
～

１
３

人
)
も

到
着
時
満

員
も

予
想

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、
テ
ン
ト

・
シ
ュ
ラ
フ

の
用
意

持
参

も
必

要
が

あ
る

と
の

貴
重

な
提
言

が
な
さ

れ
た

。
 

１
週

間
延
ば

す
こ

と
も
考

え
た

が
、
杉

本
君

か
ら

１
３

日
～

１
４

日
な

ら

チ
ェ
ン
ソ

ー
持

参
で

参
加

出
来

る
と

の
申

込
が

あ
っ

た
こ

と
も

あ
り

、
実

行

人
員
５

名
以
内

で
出

向
く

と
決

め
た

。
 

当
日

、
早
朝
５
時
過
ぎ

川
島

・
沖

崎
で
新

宮
出
発

、
集

合
地

の
旭

・
峠
登

山
口

に
は

７
時

３
０
分
少

し
前

に
着

い
た

。
前

日
車
中

泊
の

青
木

君
、
５
時

前
に

大
和
郡

山
市

を
出
発

し
た
杉

本
君

も
到

着
し

て
い

た
。

 

そ
れ
ぞ

れ
が

、
食
材

、
チ
ェ
ン
ソ

ー
、
シ
ュ
ラ
フ

な
ど

で
ボ

リ
ュ

ー
ム

・

重
量

も
か

な
り

の
も

の
と

な
っ

て
い

る
。
私

な
ど

こ
れ

に
「

か
く

し
水

場
」

か
ら

水
３
㍑

が
加
わ

っ
た

ら
ど

う
な

る
の

か
と
不
安

・
心
配

が
よ
ぎ

る
。

 

準
備
中
「
玉
岡
さ

ん
は

お
元

気
で

す
か
」

と
声

が
か

か
る

、
聞
け
ば

２
０

年
近

く
前

、
持
経

宿
・

行
仙

宿
で
何

度
か

お
世

話
に

な
っ

た
と

の
こ

と
。

名

前
、
住
所

を
聞

く
の

を
失
念

し
て

し
ま

っ
た

。
 

山
彦

の
新

調
ブ
ル
ゾ
ン

を
着
用

し
て

い
た

事
か

ら
声

が
か

か
っ

た
様

だ
。

皆
さ

ん
も

山
行
時

、
極
力
ブ
ル
ゾ
ン

の
着
用

を
お
願

い
し

た
い

。
 

７
時

４
８
分

出
発

し
た

。
予

定
通

り
２
時

間
で

千
丈

平
水

場
に

着
い

た
。

こ
こ

で
も

青
木

君
か

ら
２

～
３

日
前

に
雨

が
降

っ
た

様
だ

し
、

こ
の

出
水

具

合
か

ら
す

れ
ば

、
鳥

の
水

・
楊

子
ノ

宿
の
各

水
場

も
心
配

な
い

の
一
言

、
あ

ー
あ

よ
か

っ
た

一
安
心

。
 

１
０
時

１
５
分

釈
迦

ヶ
岳

山
頂

に
着

く
。
さ

あ
ー

い
よ

い
よ
此

処
か

ら
作

業
か

と
又

、
孔
雀
手

前
迄

の
岩
稜

な
ど
険
路

の
始

ま
り

と
気

を
引

き
締

め
る

。
 

十
津

川
村

か
ら

頂
い

た
資
料

で
は

、
両

部
分

か
ら
孔
雀

岳
分
岐

間
で

３
ヵ

所
５

本
。

楊
子

ノ
宿

前
後

で
２
ヵ
所

４
本

、
計

９
本

と
な

っ
て

い
る

。
 



 
 

釈
迦

ヶ
岳

山
頂

い
ざ

倒
木

処
理

へ
 

 
 

道
を

塞
ぐ

倒
木

 

両
部
分

を
過
ぎ
笹
原

と
な

っ
て

い
る
所

か
ら

倒
木

が
出

だ
し

た
。

１
１
時

１
５
分

、
１

本
目

(
径

３
０
㎝

)
を

処
理

す
る

。
続

い
て

２
本
目

、
３

本
目

と

処
理

し
て

行
く

が
、

そ
の
都

度
資
料

の
地
図
写
真

と
照

合
す

る
が

、
ど

の
方

向
か

ら
撮

っ
た

も
の

か
、

又
一

部
登

山
者

が
既

に
鋸

で
枝

を
処

理
済

の
倒

木

も
あ

っ
て
照

合
不
能

。
こ

の
近
辺
資
料

で
は
５

本
の

み
と

な
っ

て
い

る
が

、

そ
れ

以
上
軽

く
あ

る
。

 

台
風

１
２

号
の

被
害

と
思
わ

れ
る

も
の

の
み
記
載

し
て

い
る

様
で

、
そ

れ

以
前

か
ら

の
倒

木
は
カ
ッ
ト

し
て

い
る

様
だ

。
以

後
、
照

合
は
止

め
目

の
前

に
出

た
支
障

の
あ

る
倒

木
は

、
全

て
処

理
す

る
こ

と
に

し
た

。
 

昼
食

後
、

鳥
の

水
で

の
水

採
取

も
予

定
通

り
進
む

。
そ

の
後
順

調
に

進
み

仏
生

ヶ
岳
手

前
で

、
此

処
ま

で
一
番

の
大
物

が
横

た
わ

っ
て

い
る

。
直
径

４

０
㎝
位

あ
る

。
腐

り
も
無

く
生

木
そ

の
も

の
、
川

島
、
杉

本
が
左
右

１
.
５
ｍ

幅
位

で
刃

を
入

れ
る

。
太

く
生

木
状

態
で
杉

本
君

の
チ
ェ
ン
ソ

ー
が
挟

ま
り

抜
け

な
く

な
っ

た
。
早
速

、
川

島
さ

ん
が
逆

方
向

か
ら
刃

を
入

れ
脱

出
を
試

み
る

が
な

か
な

か
手
強

い
。

そ
の
時

、
両
刃

が
触

れ
た

の
か

川
島

の
チ
ェ
ン

ソ
ー

の
刃

が
切

断
し

て
し

ま
っ

た
。
替
刃

を
持

参
し

た
の

で
取
替

え
る

。
 

こ
の

間
に
何

と
か
杉

本
君

の
刃

が
抜
け

た
が

、
大
物

に
な

れ
ば

な
る
ほ

ど

時
間

が
か

か
る

し
、
ど

う
切

込
み

を
入

れ
る

か
な

ど
熟
練
・
経

験
差

が
出

る
。

そ
の

後
は
順

調
に

進
み

、
今
夜

泊
る

楊
子

ノ
宿

に
１

０
分
位

の
地

点
に

来
た

時
、
先
刻

よ
り

大
き

い
直
径
約

６
０
㎝
位

の
倒

木
が

道
に
横

た
わ

っ
て

い
て

、

く
ぐ

り
抜
け

る
の

で
支
障

を
来

た
し

て
い

る
。

 

前
の

事
も

あ
り
慎

重
に
取

り
か

か
る

。
２
ヵ
所
左
右

に
刃

を
入

れ
た

が
最

後
の

一
刃

が
、
切
口

に
た
わ

み
の

加
重

が
か

か
り

入
ら

な
い

。
た
わ

み
緩
和

の
為

、
先
端
近

く
で
切

る
と
共

に
枝

を
落

す
も
効
果
無

し
。
刃

の
隙

間
が
少

し
出

来
る

も
引

っ
掛

か
る

。
杉

本
君
切

り
口

を
拡
げ

る
為

、
斜

め
に
切

っ
て

い
る

と
刃

が
外

れ
る

。
再
び

、
切
口

を
チ
ェ

ー
ソ

ー
で
切

り
拡
げ

、
ロ

ー
プ

を
か
け

て
引

き
降
ろ

す
事

が
出

来
た

。
こ

の
間

２
台

で
３
回
チ
ェ

ー
ソ

ー
の

刃
が
外

れ
る

な
ど

、
悪
戦
苦
闘

、
四
苦
八
苦

の
末

、
こ

の
１

本
に
約

１
時

間

を
要

し
て

や
っ

と
処

理
出

来
た

。
 

寝
場
所

確
保

の
為
先

行
し

た
青

木
君

も
あ

ま
り
遅

い
の

で
心
配

し
て
途

中
ま

で
引

き
返

し
て

来
た

。
聞
け
ば

来
宿

者
は
無

く
ゆ

っ
く

り
寝

れ
そ

う
だ

。
 

１
６
時
過
ぎ

や
っ

と
楊

子
ノ

宿
に

到
着

。
作

業
時

間
、
昼
食

な
ど

を
含

め

８
時

間
強

の
時

間
を

要
し

た
。

 

単
独

の
若

者
２

名
の

来
宿

者
あ

る
も
テ
ン
ト

泊
す

る
と

の
こ

と
で

、
貸
切

と
な

り
そ

う
だ

。
 

事
前

に
青

木
君

よ
り
小
屋

で
の
夕
食

は
、
鍋
料

理
に

す
る

の
で
任

せ
て

く

れ
と

の
嬉

し
い
言
葉

に
甘

え
る

事
に

し
た

。
 

ザ
ッ
ク

か
ら

は
、
鍋

や
皿

、
調

度
器

、
み

そ
鍋

の
素

に
野
菜

、
茸

、
豚
肉

に
加

え
て
豆
腐

、
出

て
来

る
水

や
諸

々
で
ザ
ッ
ク

の
重
さ

は
２
５
㎏

を
超

え



て
い

た
だ
ろ

う
。

あ
り

が
と

う
い

た
だ

き
ま

す
。

 

１
８
時
過
ぎ

１
人

の
登

山
者

(
八
尾
市
；
富
田
則
雄
氏

６
６
才

)
が

入
っ

て

来
た

。
夕
食

に
招

き
入

れ
い
ろ

い
ろ

と
雑
談

す
る
中

、
２

年
前
弥

山
～

天
川

辻
か

ら
の
下

山
で
迷

い
山
中

で
一

泊
。

翌
日

林
道

を
歩

い
て

い
る

と
捜
索
隊

と
出

会
う

、
家
族

か
ら
捜
索
願

い
が

あ
っ

た
と

の
事

。
費
用

も
必

要
と

の
話

が
あ

り
後

日
８

０
万
円

の
費
用

請
求

が
あ

っ
た

と
の

こ
と

。
ヘ

リ
が
飛
ぶ

前

に
止

め
る

こ
と

が
出

来
た

、
ヘ

リ
が
飛

ん
で

い
た

ら
我
家

は
破
産

し
て

い
た

と
話
さ

れ
た

。
我

々
も
他

人
事

で
は

な
い

、
要
注
意

で
す
ぞ

。
 

富
田
さ

ん
に

は
２

階
で
寝

て
も

ら
い

、
１

階
は

我
々

４
人

が
貸
切

、
１

９

時
過
ぎ

に
は
床

に
着

い
た

。
 

翌
朝
５
時

半
頃

に
起
床

し
、

昨
夜

の
鍋

の
残

り
に

う
ど

ん
を

入
れ
朝
食

を

済
ま

せ
た

。
心
配

し
て

い
た
寒
さ

、
冷

え
込

み
も
無

く
気
温

１
０
℃

快
眠

出

来
た

。
 

昨
日

も
す
ぱ

ら
し

い
天

気
で

あ
っ

た
が

、
今
朝

も
雲
ひ

と
つ
無

い
す
ば

ら

し
い

天
気

で
あ

る
。

 

６
時

半
か

ら
１
時

間
を

か
け

、
弥

山
方

向
・
七
面

山
の
遥
拝
所

間
の

倒
木

処
理

を
行

う
。
小
屋

に
戻

り
７
時

４
０
分
小
屋

を
後

に
す

る
。

今
日

は
荷

も

軽
く

な
っ

た
し

、
倒

木
の

大
半

も
処

理
済

で
あ

り
、

昨
日

の
持
越

し
分

や
見

落
と

し
た
分

の
処

理
で

、
ゆ

っ
く

り
楽

し
も

う
と
帰
途

に
着

く
。

 

こ
の

天
候

に
恵

ま
れ

た
為

か
、
旭
・
峠
登

山
口

を
早
朝

出
発

し
、
孔
雀

岳
、

仏
生

ヶ
岳

迄
足

を
伸
ば

す
登

山
客

が
２

０
人

以
上

出
会

っ
た

。
 

釈
迦

ヶ
岳
直
下

の
急
登

で
は

、
朝

の
腹
拵
へ

が
十
分

で
な

か
っ

た
様

で
、

急
に
空
腹
感

に
襲
わ

れ
フ
ラ
フ
ラ
状

態
で

あ
っ

た
。
直
下

で
倒

木
を

３
本

処

理
し

、
１

１
時

釈
迦

ヶ
岳

山
頂

に
戻

っ
て

来
た

。
 

 
 

倒
木

処
理

中
の

杉
本

君
 

 
 

空
鉢

岳
辺

り
で

小
休

止
・

釈
迦

ヶ
岳

を
望

む
 

山
頂

の
釈

迦
像

足
下

に
金
剛
童

子
石
碑

が
あ

つ
た

。
行
仙

宿
上
手

、
倶
利

伽
羅

岳
ピ

ー
ク

に
続

い
て

三
体
目

の
発

見
だ

。
 

好
天

で
次

か
ら
次
へ

と
１

０
０

人
以

上
の
登

山
客

が
登

っ
て

来
て
賑
わ

っ
て

い
る

。
 

千
丈

平
・

水
場

で
昼
食

後
、

１
４
時
頃
登

山
口

に
戻

っ
た

。
あ

ー
あ
ご
苦

労
様

で
し

た
。

 

尚
、
同

宿
し

た
富
田
氏

は
、
椽

の
鼻
辺

り
で

合
流

、
弥

山
小
屋

宿
泊

を
キ

ャ
ン
セ
ル

し
て
旭
口

に
下

山
と

の
事

で
同

行
、
杉

本
君

が
五
條
市

迄
お
送

り

し
た

。
 

・
青

木
君

は
毎

週
大

峯
通

い
で

、
食

事
の

こ
と

、
水

場
の

こ
と

、
小
屋

の
こ

と
貴

重
な
経

験
情
報

に
助
け

ら
れ

ま
し

た
。

 

・
チ
ェ
ン
ソ

ー
操

作
を
担
当

し
た

川
島

、
杉

本
両
氏

に
は

、
処

理
の
都

度
背

負
子

か
ら
チ
ェ
ン
ソ

ー
と

持
参
荷

を
降
ろ

し
、

処
理

後
又
荷
造

り
を
何

度

も
繰
返
さ

れ
た

、
こ

れ
だ
け

で
も

大
変

で
あ

っ
た
ろ

う
。

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

 



今
回

の
倒

木
処

理
で

３
年

前
の

台
風

１
２

号
に

よ
る

被
害

。
又

、
そ

れ
以

前
・

以
後

の
倒

木
を

含
め
全

て
処

理
を

し
た

。
倒

木
処

理
区

域
も

本
宮

か

ら
楊

枝
ノ

森
迄
約

６
０
㎞

を
処

理
し

た
事

に
な

る
。

 

尚
、

倒
木

処
理

前
及
び

処
理

後
の
写
真

は
、
別
途

作
成
済

。
 

 倒
木

倒
木

倒
木

倒
木
処
理

処
理

処
理

処
理
ヵヵ ヵヵ
所
別
処
理

所
別
処
理

所
別
処
理

所
別
処
理
本
数

本
数

本
数

本
数
    

９
月

１
３

日
(
土

)
 

両
部
分

～
鳥

の
水
;
５
ヵ
所

９
本

。
鳥

の
水

～
仏
生

ヶ
岳
下
;
３
ヵ
所
５

本
。
 

仏
生

ヶ
岳
下

～
楊

子
ノ

宿
;
４
ヵ
所

６
本

。
 

９
月

１
４

日
(
日

)
 

楊
子

ノ
宿

～
楊

枝
ノ

森
;
７
ヵ
所

８
本

。
 

鳥
の

水
～
孔
雀

岳
分
岐
;
２
ヵ
所

２
本

。
釈

迦
ヶ

岳
直
下
;
３
ヵ
所

３
本

。
 

千
丈

平
～

古
田

の
森
;
１
ヵ
所

１
本

。
 

 
総
計

総
計

総
計

総
計
;; ;;
２
７

２
７

２
７

２
７
ヵヵ ヵヵ
所所 所所
３
４

３
４

３
４

３
４
本本 本本

。
 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

 

９９ ９９
月月 月月
１
３

１
３

１
３

１
３
日日 日日

( 土土 土土
)  

天
候
：

快
晴
時

々
薄
雲

 

 
 

 
 

 
 

 
 
    
新

宮
5
:
1
5
→
7
:
2
5
峠
登

山
口
7
:
4
8
→
9
:
0
0
古
田

の
森
→
9
:
3
5
千

丈
平

 

 
 

 
(
か

く
し

水
)
9
:
5
0
→
1
0
:
1
5
釈

迦
1
0
:
3
0
→
1
1
:
4
0
昼
食
1
2
:
2
0
→
1
2
:
5
0

孔
雀
覗
→
1
3
:
2
0
鳥

の
水
→
1
6
:
1
0
楊

子
ノ

宿
 

 
９９ ９９
月月 月月
１
４

１
４

１
４

１
４
日日 日日
(( ((
日日 日日
)) ))
 

天
候
；

快
晴

 
朝
;
気
温

１
０
℃

 

起
床
5
:
3
0
→
朝
食
→

楊
子

ノ
宿
6
:
3
0
→
七
面
分
岐

迄
倒

木
処

理
→
7
:
2
5
 

楊
子

ノ
宿
7
:
4
0
→

鳥
の

水
8
:
5
5
→
9
:
4
5
空
鉢

岳
辺

り
→
1
1
:
0
0
釈

迦
ヶ

 

岳
1
1
:
1
5
→
1
1
:
3
5
か

く
し

水
(
昼
食

)
→
1
3
:
5
5
峠
登

山
口
1
4
:
2
0
→

 

1
6
:
2
5
新

宮
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(
記

 
沖
﨑

)
 


